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 2 ●  視点／ 展示会の価値を、どう伝え、どう活かすか
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■今月の表紙
東京ビッグサイト 開業30周年

　1996年の開業以来、国内外の多彩な展示会・イベ
ント・国際会議の舞台として、産業振興と国際交流の
発展に寄与してきた東京ビッグサイトが、4月1日、開
業30周年を迎えた。
　この30年間、リーマン・ショックや東日本大震災、
新型コロナウイルス感染拡大といった幾多の困難を乗
り越えながら、累計約7,800件の催事を開催し、来
場者数は3億人を超えるなど、日本を代表するMICE
施設としての役割を果たしてきた。
　公式ホームページには、㈱東京ビッグサイト 代表
取締役社長 久我英男氏のメッセージや30周年記念
動画、また30周年記念商品の紹介とともに、30年の
歩みを振り返る「30周年記念ページ」を公開。
　久我社長はメッセージの中で、これまでの支援への
感謝とともに、次の30年に向けた新たな挑戦として、
ブランディングコンセプト「私たちだからできることを、
未来へ」を発表した。急速にデジタル化が進む時代に
あっても、五感で得られる体験や対面でのコミュニケ
ーションといった“リアルの価値”の重要性を改めて強
調した。
　今後は、安全・安心・快適な施設運営を基盤に、リ
アルとデジタルを融合させた来場体験の高度化、有明
エリアの魅力発信と地域価値の向上、さらにはサステ
ナブルな会場運営の強化に重点的に取組む方針を示
し、「これからの30年も多くの挑戦や夢が実現する場
であり続けるため、新たな産業交流の価値創造に取
組んでいく」としている。


